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社
員
総
会
と
全
国
大
会 

延
期
の
お
知
ら
せ

回
復
】
▽
観
光
・
運
輸
・
飲
食
業
・
イ
ベ

ン
ト
事
業
な
ど
へ
の
支
援
▽
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
再
開
支
援
─
な
ど
。【
強

靭
な
経
済
構
造
の
構
築
】
▽
製
品
や
医
薬

品
原
材
料
な
ど
で
海
外
依
存
か
ら
脱
却
す

る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
改
革
▽
職
場
、
学

校
な
ど
で
の
デ
ジ
タ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化

促
進（
ケ
ア
マ
ネ
研
修
な
ど
）─
な
ど
。【
予

備
費
】
１
兆
５
０
０
０
億
円
。
今
後
の
動

向
を
踏
ま
え
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

厚
労
省
の
補
正
予
算
（
概
要
）

厚
労
省
予
算
は
１
兆
６
３
７
１
億
円
。

主
な
事
業
は
以
下
の
通
り
。【
感
染
拡
大

防
止
と
医
療
提
供
体
制
の
整
備
及
び
治
療

薬
の
開
発
】
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金(

仮
称
、
患

者
受
入
れ
施
設
整
備
な
ど)

１
４
９
０
億

円
▽
人
工
呼
吸
器
の
確
保
２
６
５
億
円
▽

対
外
式
膜
型
人
工
肺(

Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ)

を
使

え
る
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
４
・
３
億
円
▽
ワ

ク
チ
ン
・
治
療
薬(

ア
ビ
ガ
ン
な
ど)

の

開
発
な
ど
２
７
５
億
円
▽
マ
ス
ク
、
消
毒

用
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
確
保
１
８
３
８
億

円
▽
福
祉
施
設
に
感
染
拡
大
防
止(

エ
タ

ノ
ー
ル
の
一
括
購
入
、
多
床
室
の
個
室
化

改
修
な
ど)

２
７
２
億
円
▽
検
査
体
制
の

確
保(

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
の
支
援)

49
億
円

▽
感
染
し
た
介
護
職
員
の
不
足
を
補
う
応

援
派
遣
な
ど)

１
５
７
億
円
─
な
ど
。【
雇

用
の
維
持
と
事
業
の
継
続
】
▽
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
拡
大(

助
成
率
引
き

上
げ
な
ど)

８
３
３
０
億
円=

４
面
に
関
係

記
事
▽
国
保
、
介
護
保
険
料
の
減
免
支
援

３
６
５
億
円
─
な
ど
。【
強
靭
な
経
済
構

造
の
構
築
】
▽
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の

研
修
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化(

ケ
ア
マ
ネ
、
特

養
等
の
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
等
の
在
宅
研
修

向
け
通
信
教
材
の
作
成
な
ど
含
む)

４
・

６
億
円
▽
介
護
予
防(

居
宅
で
の
健
康
維

持
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど)

４
億
円
─
な
ど
。

　
４
月
30
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
や
緊
急
経
済
対
策
な
ど
を
軸

と
す
る
令
和
２
年
度
補
正
予
算
が
参
議
院
本

会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。
追
加
額
は
約

25
・
７
兆
円
。
医
療
体
制
の
整
備
・
治
療
薬

の
開
発
、
国
民
１
人
10
万
円
一
律
給
付
、
事

業
者
支
援
な
ど
が
柱
。
厚
生
労
働
省
予
算
は

約
1
・
７
兆
円
。
介
護
関
連
で
は
消
毒
剤
な

ど
の
一
括
購
入
、
介
護
保
険
料
猶
予
支
援
、

研
修
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

国
民
１
人
10
万
円
給
付

緊
急
経
済
対
策
（
事
業
規
模
１
１
７
兆

円
）
の
第
１
弾
と
な
る
補
正
予
算
は
、
自

民
、
公
明
の
与
党
の
ほ
か
、
立
憲
民
主
党

な
ど
野
党
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し

た
。「
所
得
制
限
付
き
30
万
円
給
付
案
」
が

与
野
党
の
強
い
反
対
を
受
け
、
閣
議
決
定

を
や
り
直
し
、「
国
民
1
人
一
律
10
万
円

給
付
」
に
変
更
。
差
額
約
８
・
９
億
円
が

追
加
計
上
さ
れ
、
総
額
25
兆
６
９
１
４
億

円
と
な
っ
た
。
全
額
を
国
債
発
行
（
国
の

借
金
）
で
賄
う
。
主
要
事
業
は
以
下
の
通

り
。（
注
）
青
字
は
介
護
関
連
事
業
。【
感

染
拡
大
防
止
策
と
医
療
提
供
体
制
の
整
備

及
び
治
療
薬
の
開
発
】
▽
マ
ス
ク
・
消
毒

薬
の
確
保
（
介
護
施
設
な
ど
へ
の
配
布
含

む
）
▽
学
校
や
介
護
施
設
な
ど
の
衛
生
環

境
改
善
▽
検
査
体
制
の
強
化
と
早
期
発
見

▽
自
治
体
の
対
応
を
包
括
的
に
支
援
す
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
」
創
設
１
兆
円
▽
治
療
薬
・
ワ

ク
チ
ン
の
開
発
加
速
─
な
ど
。【
雇
用
の

維
持
と
事
業
の
継
続
】
▽
雇
用
調
整
助
成

金
の
特
例
措
置
拡
大
▽
事
業
継
続
を
支
援

す
る
「
持
続
化
交
付
金
」
創
設
▽
小
学
校

の
一
斉
臨
時
休
業
で
影
響
を
受
け
た
子
育

て
世
帯
へ
の
給
付
支
援
な
ど
。【
次
の
段

階
と
し
て
の
官
民
を
挙
げ
た
経
済
活
動
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

2 5
・
７
兆
円
を
追
加

○
…
「
パ
ソ
コ
ン
で
初
診
が
受
け
ら
れ
、

ス
マ
ホ
で
保
険
薬
局
か
ら
処
方
薬
を
送
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
よ
」
と

出
社
し
た
若
い
記
者
が
声
を
弾
ま
せ
た
。

○
…
初
診
は
患
者
と
医
師
が
向
か
い
合
う

「
対
面
診
療
」
が
原
則
。
だ
が
、
新
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
広
が
る
と
、
医
療
機

関
が
機
能
不
全
に
陥
る
医
療

崩
壊
に
繋
が
る
。
そ
こ
で「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
」
に
よ
る
初

診
を
解
禁
し
て
崩
壊
を
食
い

止
め
る
。
そ
れ
が
厚
労
省
の

狙
い
だ
」
と
ベ
テ
ラ
ン
記
者
。

○
…
だ
が
、
日
本
医
師
会
の
役
員
は
「
例

外
中
の
例
外
だ
」
と
渋
い
顔
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
触
診
が
で
き
な
い
し
、
臭
気
も
分

か
ら
な
い
─
と
リ
ス
ク
を
指
摘
。
厚
労
省

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
ま
る
ま
で
の

特
例
措
置
だ
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
賛

否
両
論
が
渦
巻
く
中
で
、特
例
は
終
息
か
、

継
続
か
？
（
楢
）

　

５
月
４
日
、
安
倍
晋
三
首
相
は
緊
急

記
者
会
見
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
関
す
る
緊
急
事
態
宣
言
（
４
月

７
日
発
出
）
を
５
月
31
日
ま
で
延
期
す

る
」
と
表
明
し
た
。
ま
た
14
日
を
め
ど

に
専
門
家
会
議
か
ら
意
見
を
聴
き
、
可

能
で
あ
れ
ば
、
期
限
を
待
た
ず
に
宣
言

の
解
除
も
あ
り
得
る
─
と
の
考
え
を
示

し
た
。

″
新
た
な
日
常
〟
を
早
く

安
倍
首
相
は
感
染
状
況
や
延
長
理
由
に

つ
い
て
「
ピ
ー
ク
時
よ
り
全
国
の
感
染
者

数
が
３
分
の
１
ま
で
減
少
し
て
い
る
が
、

医
療
現
場
は
過
酷
な
状
況
に
あ
り
、
十
分

と
は
言
え
な
い
。
医
療
現
場
の
ひ
っ
迫
を

改
善
し
た
り
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
抑

え
た
り
す
る
に
は
１
カ
月
程
度
の
期
間
が

必
要
だ
」
な
ど
と
説
明
し
た
。

ま
た
「
今
月
14
日
を
め
ど
に
改
め
て
専

門
家
か
ら
感
染
者
数
の
動
向
や
医
療
提
供
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Number 159 1 面　緊急事態宣言 5 月 31 日まで延長
　　　新型コロナ対策　25.7 兆円を追加
　　　介護現場でクラスター多発
　　　国政ニュース、こちら傍聴席
2 面　第 8 期介護保険事業（支援）計画
　　　介護保険委員長のよもやま話
　　　木村義雄先生がメルマガ開始！
　　　新型コロナ 緊急性の高い 12 の症状　　
3 面　施設紹介【瑞光の里緑ヶ丘」（愛知）
　　　新型コロナ 施設の話題（宮城、岐阜、長崎）
4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　　　新型コロナ　給付・融資などの支援制度
　　　入会施設のご紹介、会員施設数

令
和
２
年
度
補
正
予
算
が
成
立

「
14
日
め
ど
に
分
析
、
解
除
も
あ
り
得
る
」

安
倍
首
相
が
緊
急
記
者
会
見

2020 年（令和 2 年）

（１）

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
条
件
付
き
解
禁

ウ
の
目
タ
カ
の
目

介
護
現
場
で
ク
ラ
ス
タ
ー
多
発

厚
労
省　
防
止
策
の
徹
底
を
要
請

全
国
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
感
染
（
ク
ラ
ス

タ
ー
）
が
多
発
し
て
い
る
。
特
養
で
は
茨

城
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、
福
岡
。
老

人
保
健
施
設
で
は
北
海
道
、
茨
城
、
千
葉
、

富
山
、兵
庫
、福
岡
。
通
所
系
で
は
北
海
道
、

富
山
、
愛
知
、
和
歌
山
、
広
島
。
有
料
老

国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
緊
急
事
態
宣
言
を
全
国
に
拡
大

  （
４
月
16
日
）
特
定
警
戒
13
都
道
府
県

政
府
は
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域

を
全
国
に
拡
大
し
た
。
患
者
が
増
加
す

る
高
い
東
京
、
大
阪
な
ど
７
都
府
県
に
、

北
海
道
、
愛
知
、
京
都
な
ど
６
府
県
を

加
え
た
13
都
道
府
県
を
「
特
定
警
戒
都

道
府
県
」
と
し
、
知
事
が
外
出
自
粛
や

休
業
な
ど
を
「
要
請
」
よ
り
強
い
「
指
示
」

や
「
公
表
」
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

◎
「
６
月
危
機
」
の
回
避
を

 （
５
月
１
日
）
日
医
な
ど
医
療
団
体
が
要
望

日
本
医
師
会
と
四
病
院
団
体
協
議
会

は
加
藤
厚
労
相
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

が
続
け
ば
、
６
月
以
降
、
医
療
機
関
の

経
営
に
重
大
化
か
つ
深
刻
な
影
響
が
出

る
」
と
し
て
①
前
年
度
の
診
療
報
酬
請

求
の
概
算
要
求
②
地
域
医
療
介
護
総
合

基
金
の
優
先
配
分
③
感
染
し
た
医
療
従

事
者
の
補
償
─
な
ど
を
要
望
し
た
。
感

染
の
検
査
・
治
療
が
激
増
し
、
医
療
機

関
の
経
営
悪
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
下
、
推

進
協
は
５
月
８
日
の
執
行
委
員
会
で
第
14
回
社
員
総
会
（
当
初
予
定
６
月
２

日
）
と
「
第
1
回
介
護
老
人
施
設
ケ
ア
研
究
大
会
in
名
古
屋
」（
同
10
月
14
日
、

15
日
）
の
開
催
を
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
開
催
に
つ
い
て
は
決

定
次
第
、
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
（
事
務
局
）

記者会見する安倍首相

体
制
の
分
析
な
ど
を
聴
き
、
31
日
を
待
た

ず
に
宣
言
を
解
除
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

る
」
と
途
中
解
除
が
あ
り
得
る
こ
と
を
示

唆
。
一
方
、「
コ
ロ
ナ
の
時
代
の″
新
た
な

日
常
〟
を
早
く
作
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

34
県
制
限
の
一
部
緩
和
へ

都
道
府
県
の
対
応
に
つ
い
て
「
特
定
警

戒
都
道
府
県
（
東
京
、
大
阪
な
ど
13
都
道

府
県
）
は
引
き
続
き
接
触
８
割
削
減
な
ど

に
取
り
組
む
一
方
、
感
染
防
止
の
徹
底
を

前
提
に
、
博
物
館
や
図
書
館
、
屋
外
の
公

園
な
ど
の
開
放
が
考
え
ら
れ
る
」
と
し
た
。

「
そ
れ
以
外
の
地
域
（
34
県
）
は
、″
３

つ
の
密
〟
な
ど
の
リ
ス
ク
に
十
分
留
意
す

る
と
と
も
に
長
丁
場
に
備
え
る″
新
し
い

生
活
様
式
〟
を
前
提
に
、（
知
事
が
）
繁

華
街
の
飲
食
店
な
ど
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
た
場
所
へ
の
外
出
を
除
き
、
制
限
の
一

部
を
緩
和
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
な

ど
と
し
た
。

「
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
」
承
認

治
療
薬
に
つ
い
て
「
米
政
府
が
使
用
承

認
し
た
『
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
』
の
承
認
を
急

ぎ
（
５
月
７
日
特
別
承
認
）、『
ア
ビ
ガ
ン
』

は
５
月
中
（
15
日
め
ど
）
の
承
認
を
目
指

し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

人
ホ
ー
ム
・
サ
高
住
で
は
群
馬
、
愛
媛
で
、

そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
た
（
４
月
末
時
点
、
推

進
協
調
べ
）。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
通
所
・
短
期
入
所

計
８
５
８
事
業
所
、
訪
問
系
51
事
業
所
が

自
主
休
業
中
（
４
月
20
日
時
点
）。
介
護

団
体
に
感
染
防
止
策
の
徹
底
を
再
要
請
。

ま
た
介
護
職
員
や
看
護
師
な
ど
の
感
染

を
原
則
、
労
災
認
定
と
す
る
方
針
を
決
め

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
・
緊
急
事
態
宣
言

 

５
月
3 1
日
ま
で
延
長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

「
軽
症
」
と
判
断
さ
れ
な
が
ら
、
自
宅

療
養
中
に
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
相
次

い
で
い
る
。
埼
玉
で
は
4
月
14
日
に
70

代
男
性
、
21
日
に
50
代
男
性
が
死
亡
。

東
京
で
も
15
日
に
朝
は
会
話
が
で
き

る
状
態
の
50
代
男
性
が
死
亡
し
た
。

厚
労
省
は
28
日
、
軽
症
者
の
状
態
が

急
変
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
緊

急
性
の
高
い
12
の
症
状
に
つ
い
て
公

表
し
た
。
軽
症
者
や
無
症
状
の
感
染
者

が
宿
泊
施
設
や
自
宅
な
ど
で
療
養
中
、

一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
症
状
が
あ
れ

ば
、
速
や
か
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
呼

び
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
5
月
８
日
に
は
相
談
・
受
診

の
新
た
な
目
安
も
公
表
し
た
。
❶
息
苦

し
さ
や
強
い
だ
る
さ
、
高
熱
の
い
ず
れ

か
が
あ
る
❷
重
症
化
し
や
す
い
人
で
、

発
熱
や
咳
な
ど
の
比
較
的
軽
い
風
邪

症
状
が
あ
る
❸
比
較
的
軽
い
風
邪
症

状
が
4
日
以
上
続
く
。

木村義雄先生がメルマガ開始！

木村義雄前参議院議員が
メール・マガジン「木村義
雄のちょっとひと言」」を創
刊、 ４ 月 24 日 か ら 配 信 を
始めました。第１回のテー
マは「新型コロナウイルス
の影響と今後対策すべき点
について」。

感染拡大に至る経緯や
医療制度の問題点などを
指摘し、“ 医療安全保障 ”
の見地から医療制度の再
構築や “ 医療介護ボラン
ティア ” 育成など多方面
にわたる対策の必要性を
訴えています。ご一読く
ださい（事務局）。

（２）

介
護
保
険
委
員
長
の

  

よ
も
や
ま
話

第
12
回

（
介
護
保
険
委
員
長 

      　
　
　
藤
村 

二
朗
）   

2
0
1
9
」
は
経
済
財
政
諮
問
会
議
（
議

長　

内
閣
総
理
大
臣
）、「
平
成
30
年
の

地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方

針
」
は
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
（
座

長　

神
野
直
彦
日
本
社
会
事
業
大
学
学

長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
で
の
決
定

文
書
で
、
ど
の
会
議
体
も
国
の
方
向
性

を
決
め
る
基
幹
的
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
そ
の
文
書
の
内
容
は
各
省
庁
に
跨

り
、
閣
議
決
定
ま
で
さ
れ
て
い
る
の
で
、

各
省
庁
の
施
策
は
こ
れ
に
沿
っ
た
も
の

と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

更
に
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
財
務
省
の

所
管
で
あ
る
財
政
制
度
審
議
会
で
も
社

会
保
障
制
度
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
容
を
追
っ
て
い
く
と
、
成

長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
骨
太
方
針

に
つ
い
て
は
反
映
さ

れ
て
い
る
例
が
見
ら

れ
ま
す
。

介
護
保
険
は
年
間

４
兆
円
（
2
0
2
0

年
度
）
も
の
国
の
予

算
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
見
て
も
当

然
の
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
我
々
が
介

護
保
険
制
度
の
改
革

の
方
向
を
追
い
か
け

て
い
く
た
め
に
は
、

介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
の
場
で
あ
る
介
護
保
険
部
会

の
議
論
を
注
視
す
る
こ
と
は
当
然
で
す

が
、
こ
う
し
た
様
々
な
会
議
体
の
議
論

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

す
。少

子
高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、
一
層

の
効
率
経
営
が
求
め
ら
れ
る
中
、
会
員

施
設
支
援
の
た
め
推
進
協
と
し
て
も
こ

う
し
た
取
組
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

           （
事
務
長 

懸か
け
が
み
た
だ
ひ
さ

上
忠
寿
） 

国
の
指
針
は
6
月
頃
を
目
途
に
決
定

　
閣
議
決
定
が
事
業
計
画
の
内
容
に
影
響

    

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
国
難

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
向
き
合
い
な

が
ら
高
齢
者
に
寄
り
添
う
日
々
を
過
ご

し
て
お
ら
れ
る
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
す
。
平
時
で
は
な
い
状
況
の
中
、

刻
々
と
時
を
重
ね
て
は
い
ま
す
が
、
迷

い
な
が
ら
戸
惑
い
な
が
ら
不
安
を
抱
え

な
が
ら
過
ご
す
毎
日
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

に
つ
い
て
は
、
様
々
な

通
知
や
情
報
に
基
づ
き

可
能
な
限
り
感
染
症
を

防
止
に
努
め
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

〇
社
会
基
盤
の
脆
弱
が
露
わ

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
社
会
的

基
盤
で
あ
る
医
療
施
設
や
介
護
施
設
の

役
割
や
存
在
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
合
理
性
ば
か
り
目
指
し

て
い
く
と
、
今
回
の
よ
う
な
想
定
外
の

事
態
に
な
っ
た
と
き
、
社
会
基
盤
の
脆

弱
性
が
露
呈
し
、
人
々
の
命
を
脅
か
す

事
態
に
な
り
か
ね
な
い
と
。

〇
今
回
の
経
験
を
ど
う
活
か
す
か

災
害
や
今
回
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
、

医
療
や
介
護
施
設
が
主
体
的
に
地
域
貢

献
を
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
設
備
・

備
品
・
マ
ン
パ
ワ
ー
・
資
金
な
ど
を
備

え
ら
れ
る
仕
組
み
作
り
が
必
要
で
す
。

平
時
で
は
不
要
不
急
な
経
費
の
優
先

順
位
は
低
く
、
備
え
と
し
て
は
不
十
分

に
な
り
が
ち
で
す
。
合
理
性
を
追
求
し

す
ぎ
れ
ば
柔
軟
性
が
失
わ
れ
、
か
と
言
っ

て
余
裕
が
あ
る
と
平
時
で
は
「
内
部
留

保
だ
」
と
の
批
判
が
出
ま
す
。

平
時
に
戻
っ
た
時
、
今
回
の
経
験
を

踏
ま
え
、
施
設
が
果
た
す
機
能
を
再
考

し
、
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
社
会
的
合
意
を
得
る

た
め
の
議
論
が
必
要
で
あ
り
、
提
議
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
と
次
号
の
2
回
に
わ
た
り
、

第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
取
り
上

げ
ま
す
。
今
回
は
社
会
保
障
審
議
会
の

意
見
書
と
財
政
制
度
審
議
会
や
閣
議
決

定
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

〇
国
の
指
針
は
ど
う
決
ま
る
の
か

前
回
の
連
載
で
、
介
護
保
険
事
業
計

画
が
国
の
指
針
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
で
は
、
国

の
指
針
は
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
国
の
指
針
は
厚
労
省
が
大

臣
告
示
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
基
本

指
針
の
原
案
は
老
健
局
の
担
当
課
が
作
成

し
ま
す
が
、
作
成
に
当
た
り
社
会
保
障

審
議
会
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
通
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。

既
に
昨
年
10
月
か
ら
第
８
期
計
画
に
向

け
た
議
論
が
社
会
保
障
審
議
会
の
部
会

の
介
護
保
険
部
会
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
現
状
分
析
、
介
護
人

材
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
、
被
保
険
者

の
範
囲
等
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
昨
年
末
に
は
部
会
と

し
て
の
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。２

月
21
日
、
厚
労
省
は
こ
の
意
見
を
基

に
第
８
期
の
指
針
案
の
ベ
ー
ス
を
公
表

し
ま
し
た
。
現
在
も
こ
の
指
針
に
関
す

る
議
論
が
続
い
て
お
り
、
６
月
頃
を
目

途
に
決
定
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

〇
厚
労
省
の
上
部
組
織
で
も
議
論

意
見
書
に
は
、
そ
の
内
容
に
「
成

長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」、「
骨
太

方
針
2
0
1
9
」、「
改
革
工
程
表

2
0
1
9
」、「
骨
太
方
針
2
0
1
8
」、

「
平
成
30
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関

す
る
対
応
方
針
」（
出
現
順
）
か
ら
引
用

し
て
い
る
部
分
が
多
数
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

「
成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
は

日
本
経
済
再
生
本
部
（
本
部
長　

内
閣

総
理
大
臣
）、「
骨
太
方
針
2
0
1
8
、

同
2
0
1
9
」
及
び
「
改
革
工
程
表

【ヤクルトがジョアを添えた献立を募集！】
2020 年春にジョアが栄養素を強化してリニューアル。
リニューアル記念としてジョアを添えた献立を募集中！
応募要領などは以下の通り。

【応募資格】介護施設や病院などの栄養士
【募集要領】 栄養士向けサイト「Yakult Kitchen」（https://

yakult-kitchen.jp/）から応募用紙をダウンロー
ドして、①応募用紙、②献立の写真をメール送信。

【賞品】　　 最優秀賞、優秀賞、審査員特別賞、記念品
【締切】　　10 月 31 日（土）２３：５９着分まで
【応募先】　campaign@yakult-kitchen.jp
【審査員】料理研究家の藤井恵先生

＜体験談＞　便秘我慢で入院騒動に
T さん（86 歳女性）は便秘しやすいのが悩

みの種。以前、ショートステイ先で便秘を我慢
していたら、お腹が痛みだして血便も出て病院
に搬送される事態に…。便秘で血流障害が起き
たことによる「虚血性腸炎」と診断され、その
まま入院。高齢者にはよくあることなんだそう
です。それに懲りた T さん「便
秘は侮れない！」とショート
利用中は愛飲している乳酸菌
飲料が欠かせないそうです。
（注）個人的な感想です。（山）

応募者全員にとても素敵な賞品を差し上げます。
奮ってご応募ください。

【主催】ヤクルト本社首都圏支店　※賛助会員
【問合せ先】☎ 070-3193-5101（担当：百合本）

新
型
コ
ロ
ナ 

緊
急
性
の
高
い
12
の
症
状

軽
症
者
の
状
態
急
変
に
注
意

１
つ
で
も
該
当
、
速
や
か
に
連
絡
を厚労省資料「新型コロナウイルス感染症の軽症者等に係る宿泊療

養・自宅療養における健康観察における留意点について」を基に
作成。（https://www.mhlw.go.jp/content/000625758.pdf）

木村義雄のちょっとひと言【ご登録はこちら】
https://submitmail.jp/FrontReaders/add/5675

表情・外見 ①顔色が明らかに悪い ※
②唇が紫色になっている
③いつもと違う、様子がおかしい ※

息苦しさ等
④息が荒くなった（呼吸数が多くなった）
⑤急に息苦しくなった
⑥日常生活の中で少し動くと息があがる
⑦胸の痛みがある
⑧横になれない、座らないと息ができない
⑨肩で息をしている、　ゼーゼーしている

意識障害等 ⑩ぼんやりしている（反応が弱い）※
⑪もうろうとしている（返事がない）※
⑫ 脈がとぶ
　脈のリズムが乱れる感じがする

《宿泊療養の場合》宿泊施設に配置された看護師等に連絡
《自宅療養の場合》各都道府県等の連絡・相談窓口へ
※は家族等が以下の項目を確認した場合

【
２
回
連
載
の
①
】　
第
８
期
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画
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【
施
設
の
紹
介
】

平
成
28
年
、
法
人
に
と
っ

て
3
つ
目
の
特
養
「
瑞
光
の

里
緑
ヶ
丘
」
が
開
設
さ
れ
た
。

施
設
は
愛
知
県
半
田
市
北

部
、J
R
武
豊
線
「
亀
崎
駅
」

か
ら
車
で
8
分
、
知
多
バ
ス

「
半
田
東
高
校
前
」
下
車
徒

歩
5
分
の
場
所
、
周
囲
に
は

住
宅
や
畑
が
広
が
る
。

〇
地
域
最
後
の
拠
り
所
に

椎
の
木
福
祉
会
（
中
野
眞

一
郎
理
事
長
）
は
半
田
市
で

特
養
を
運
営
す
る
唯
一
の
法

人
。
既
存
の
2
施
設
と
併
せ

て
同
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
で

き
る
体
制
を
整
え
た
。「
地

域
最
後
の
拠
り
所
」
と
し
て

の
使
命
と
責
任
を
果
た
し
た

い
。

〇
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト

よ
り
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
追

求
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
で
、
推
進
協
の
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
実
地
研
修
施
設
を

目
指
し
、
今
年
3
月
に
認
定

さ
れ
た
。
実
習
施
設
に
な
っ

た
こ
と
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く

ス
タ
ー
ト
だ
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
ス
タ
ッ
フ
と
実

習
生
と
共
に
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

を
追
求
し
て
い
く
。

◯
日
総
研
の
接
遇
大
賞
受
賞

開
設
当
初
か
ら
「
美
し
い

施
設
を
目
指
す
」
と
い
う
方

針
を
掲
げ
、
言
葉
遣
い
な
ど

の
接
遇
や
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
も
美
し
く
あ
り
た

い
と
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
一
環
と
し
て
接
遇
サ
ー
ビ

ス
の
研
修
に
も
注
力
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
一
般
財
団

法
人 

日
本
総
合
研
究
所
（
日

総
研
）
の
接
遇
大
賞
を
受
賞

し
た
。

〇
ス
タ
ッ
フ
発
案
の
ク
ラ
ブ

利
用
者
に
「
お
し
ゃ
れ
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

願
う
ス
タ
ッ
フ
の
発
案
で
、

「
癒
し
ク
ラ
ブ
」
を
作
っ
た
。

利
用
者
は
ア
ロ
マ
の
薫
り

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
り
、

お
化
粧
を
楽
し
ん
だ
り
で
き

る
。

〇
や
ま
も
も
バ
ス
ツ
ア
ー

法
人
主
催
の
施
設
見
学
ツ

ア
ー
「
や
ま
も
も
バ
ス
ツ

ア
ー
」。
地
域
の
方
に
施
設

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
で
、
昨
年
か

ら
始
め
た
。
法
人
が
運
営
す

る
３
カ
所
の
特
養
を
巡
り
、

居
室
や
機
械
浴
な
ど
を
見
学

し
た
り
、
施
設
の
食
事
を
食

べ
た
り
す
る
。
参
加
者
か
ら

は
「
老
人
ホ
ー
ム
の
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
っ
た
」「
将
来
、

施
設
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た

ら
、
こ
こ
に
入
り
た
い
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
た
と
い

う
。

【
森
川
武
彦
施
設
長
か
ら
】

〇
ス
タ
ッ
フ
を
誇
り
に
思
う

「
地
域
最
後
の
拠
り
所
」

と
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決

し
、「
美
し
い
施
設
」
と
な

り
利
用
者
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ

か
ら
も
選
ば
れ
る
施
設
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

開
設
4
年
目
で
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
研
修
実
地
研
修
施

設
に
な
れ
、
日
総
研
の
接
遇

大
賞
も
受
賞
で
き
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
が
理
念
や
方
針

に
基
づ
い
て
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
る
お
か
げ
で
す
。
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
リ
ス
ペ
ク
ト
で
き
る
仲

間
と
共
に
課
題
を
解
決
し
て

い
き
ま
す
。

【
取
材
後
記
】
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
に
な

り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
事

務
局
・
山
崎
）

（3）

愛知県 社会福祉法人 椎の木福祉会 介護老人福祉施設

瑞
ず い こ う の さ と み ど り が お か

光の里緑ヶ丘
～ 地域最後の拠り所として 選ばれる施設を目指す　～

イメージキャラと同じ「やまもも色」の外観

やまももをイメージした
法人のイメージキャラ
　やまちゃん（左）
　ももちゃん（右）

～ 施設の話題　新型コロナに関する取り組み ～

居室を見学

〇 iPad でオンライン面会
2 月 か ら 面 会 禁 止。3 月 に オ

ンライン面会のデモを開始し、4
月から全面的にオンライン面会
に切り替えた。

予約制で面会時間は約 10 分。
職員が画面に顔が映るよう iPad
の角度調整をしたり、筆談のお
手伝いをしたりしている。
「笑った顔が見れた」「声が聞

けて良かった」と利用者・家族
間の「お互いの安心」となって
いる。

〇次亜塩素酸水を無料配布
職員の家庭用に元気村グループで

準備した次亜塩素酸水入りのスプ
レーボトルを無料配布している。

デ イ ケ ア 利 用 者 や
地 域 の 方 に も、500
ｍ ｌ 容 器 を 持 参 す れ
ば無料配布している。

「～自分を守って、地
域 を 守 る ～」 地 域 の
法 人 と し て、 感 染 予
防の輪を広めている。

〇ＰＣとタブレットでオンライン面会
2 月末からご家族の入館および面会を中止。こ

れまでの「ごく普通の日常」がいかに大事で素
敵なことだったのかと思い知らされたという。

3 月から施設受付 ( ご家族 ) のパソコンとユ
ニット ( 入居者様 ) のタブレットを使用した 5 分
程度のオンライン面会をスタート。「顔が見れて
良かった」「元気そう
だ ね 」 と い っ た 声 が
聞 か れ、 利 用 者 と ご
家 族 の 不 安 を 和 ら げ
ることができている。
ま た、 県 外 の ご 家 族
に は 入 居 者 様 の 最 近
の 写 真 を 郵 送 し、 近
況を知らせている。

〇お部屋でお花見
例 年 通 り な ら 4 月

は 桜 の 花 見 に 出 か け
る 季 節。 し か し、 今
年 は 新 型 コ ロ ナ の 影
響 で 断 念 …。 少 し で
も 季 節 感 を 味 わ っ て
い た だ き た い と「 お
花見ができるお部屋」
を作った。

社会福祉法人 元気村
南方ナーシングホーム翔裕園（宮城県）

社会福祉法人 樹陽会
プレジールの丘（長崎県）

社会福祉法人 幸紀会
燦燦・ばーむ（岐阜県）

〇家族に手紙で近況報告
2 月下旬から開始した面会制限。3 月からユニッ

ト職員が入居者の近況報告や写真を家族に送る取
り組みを開始した。

〇 LINE でビデオ面会
面会再開の目途がたたず、LINE を利用したビデ

オ通話面会サービスを 4 月から始めた。面会時間
は 5 ～ 10 分程度。「顔が見られ、声も聞けてほっ
とした」と好評だ。面会を希望する家族は QR コー
ドまたは ID を利用して友だち登録する。その後、
トーク機能で面会日時を決める。職員は施設が用
意したタブレット端末を使って面会をサポートす
る。LINE が利用でき
な い 家 族 に は 受 付 で
の面会もサポート。

特 養「 燦 燦 」 と
「ばーむ」の入居者は
約 130 人。 現 在、 約
40 家族がこのサービ
スを利用している。

パソコンで話しかける家族

近
況
報
告
の
手
紙

お花見できる部屋

感染拡大防止のため、面会制限や外出自粛 が続いています。
入居者、家族、地域に「安心・安全を届けたい」と取り組む施設を紹介します。

約 40 家族が利用中

利用者も家族も安心

無料配布の消毒液
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介
護
に
関
す
る
政
府
機
関
や
団
体
の
動
向

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
生
労
働
省

Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
注
）
推
進

協
Ｈ
Ｐ
の
W
e
e
k
l
y
参
照
。
赤
字
は

重
要
ニ
ュ
ー
ス
。

■
全
世
帯
に
マ
ス
ク
２
枚
配
布　

（
４
月
１
日
）
安
倍
首
相
が
表
明

安
倍
首
相
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
推
進
本
部
で
全
世
帯
に
「
布
マ
ス
ク
」

を
２
枚
ず
つ
配
布
す
る
と
表
明
。
感
染
者
が

多
い
都
道
府
県
か
ら
１
住
所
（
世
帯
）
に
配

布
に
す
る
。

■
軽
症
者
な
ど
は
自
宅
療
養
を

（
４
月
３
日
）「
医
療
崩
壊
」
防
止

厚
労
省
は
軽
症
者
と
症
状
の
な
い
感
染
者

が
自
宅
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
で
療
養

す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
病
院

へ
の
入
院
・
治
療
を
重
症
者
に
絞
り
、「
医

療
崩
壊
」
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
狙
い
。

■
持
続
化
給
付
金
制
度
を
創
設

（
４
月
３
日
）
資
金
悪
化
の
中
小
企
業

政
府
は
資
金
難
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
中
小

企
業
に
最
大
２
０
０
万
円
、
仕
事
が
激
減
し

て
い
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
最
大
１
０
０
万
円

を
、
そ
れ
ぞ
れ
給
付
す
る
制
度
を
創
設
す
る

方
針
。

■
推
進
協 

加
藤
厚
労
相
に
緊
急
要
望

（
４
月
６
日
）
防
護
備
品
供
給
な
ど

赤
枝
会
長
と
佐
々
木
政
治
連
盟
代
表
は
加

藤
厚
労
相
と
面
談
し
、
介
護
現
場
の
実
情
を

説
明
す
る
と
と
も
に
防
護
備
品
の
供
給
や
人

材
派
遣
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
推
進
な

ど
を
求
め
る
「
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し
た

＝
「
推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
」
４
月
号
掲
載
済
み
。

■
「
緊
急
事
態
宣
言
」
安
倍
首
相

（
４
月
７
日
）
７
都
府
県
が
対
象

安
倍
首
相
は
改
正
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、東
京
、埼
玉
、千
葉
、

神
奈
川
、
大
阪
、
兵
庫
、
福
岡
の
７
都
府
県

を
対
象
に
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
令
し
た
。

医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
１
カ
月
程
度
の
外
出

自
粛
（
接
触
８
割
減
）
な
ど
を
求
め
た
。

■
国
に
休
業
補
償
求
め
る
提
言

（
４
月
８
日
）
全
国
知
事
会

全
国
知
事
会
は
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
休

業
の
損
失
を
国
が
補
償
す
る
こ
と
を
求
め
る

提
言
を
ま
と
め
た
。
菅
官
房
長
は
「
民
間
へ

の
休
業
補
償
は
難
し
い
」と
難
色
を
示
し
た
。

■
「
処
遇
改
善
計
画
書
」
延
長

（
４
月
９
日
）
介
護
報
酬
で
対
応

厚
労
省
は
４
月
分
の
「
介
護
職
員
処
遇
改

善
加
算
」
と
「
特
定
処
遇
改
善
加
算
」
の
計

画
書
を
４
月
15
日
ま
で
に
提
出
で
き
な
い
場

合
、同
日
ま
で
に
指
定
権
者
（
地
方
自
治
体
）

に
、
そ
の
旨
を
説
明
し
、
７
月
末
ま
で
に
提

出
す
れ
ば
、
算
定
で
き
る
こ
と
に
す
る
─
と

自
治
体
へ
連
絡
し
た
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
初
診　
ス
タ
ー
ト

（
４
月
13
日
）
全
国
１
万
医
療
機
関

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
も
初
診
か
ら
医
療

機
関
で
受
診
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
特

例
運
用
が
始
ま
っ
た
。
厚
労
省
は
全
国
約
１
万

施
設
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。

■
雇
用
調
整
助
成
金
を
引
き
上
げ

（
４
月
13
日
）
特
例
措
置
を
拡
大

厚
労
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
配
慮

し
、
休
業
手
当
の
一
部
を
助
成
す
る
「
雇
用

調
整
助
成
金
」
の
助
成
率
を
特
例
措
置
で
引

き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。
雇
用
保
険
の
被

保
険
者
で
は
な
い
人
も
対
象
。

■
人
口
推
計　
９
年
連
続
で
減
少

（
４
月
14
日
）
外
国
人
は
過
去
最
多

総
務
省
の
人
口
推
計
（
昨
年
10
月
１

日
時
点
）
に
よ
る
と
、
外
国
人
を
含
む

総
人
口
は
１
億
２
６
１
６
万
７
千
人
で

前
年
比
27
万
６
千
人
減
。
９
年
連
続
減

少
。「
生
産
年
齢
人
口
」（
15
～
64
歳
）
は

７
５
０
７
万
２
千
人
で
過
去
最
少
。
一
方
、

外
国
人
は
21
万
１
千
人
増
の
２
４
３
万
６
千

人
で
過
去
最
多
。

■
緊
急
事
態
宣
言
を
全
国
拡
大　

（
４
月
16
日
）
１
人
10
万
円
給
付

政
府
は
❶
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
を
全
国

に
拡
大
し
、
感
染
地
か
ら
地
方
へ
の
移
動
を

抑
え
る
❷
所
得
制
限
付
の
「
30
万
円
給
付
」

を
「
一
律
10
万
円
給
付
」
に
見
直
し
、
補
正

予
算
案
で
組
み
替
え
る
─
な
ど
の
方
針
を
決

め
た
。
東
京
、
大
阪
な
ど
７
都
府
県
に
北
海

道
、
茨
城
、
石
川
、
岐
阜
、
愛
知
、
京
都
を

加
え
た
13
都
道
府
県
を
「
特
定
警
戒
都
道
府

県
」
に
指
定
。

■
「
10
万
円
給
付
」
に
変
更

（
４
月
17
日
）
安
倍
首
相
が
決
断

安
倍
首
相
は
記
者
会
見
で
所
得
制
限
付
き

の
30
万
円
給
付
を
や
め
、
国
民
1
人
10
万
円

一
律
給
付
に
変
更
す
る
と
表
明
。「（
混
乱
は
）

私
の
責
任
だ
」
と
謝
罪
し
た
。
４
月
20
日
に

補
正
予
算
見
直
し
案
を
閣
議
決
定
。

■
「
創
生
臨
時
交
付
金
」
活
用
へ

（
４
月
19
日
）
休
業
協
力
金

西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
相
は
記
者
会
見

で
地
方
自
治
体
か
ら
活
用
を
求
め
ら
れ
て
い

る
「
臨
時
地
方
創
生
の
臨
時
交
付
金
「（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
＝
仮
称
、
１
兆
円
）」
に
つ
い

て
「
地
方
の
（
休
業
）
協
力
金
に
も
使
え
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

■
生
活
を
守
る
Ｐ
Ｔ
が
初
会
合

（
４
月
21
日
）
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

厚
労
省
の
「
生
活
を
守
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
初
会
合
が
開
か
れ
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
に
よ
る
生
活
困
窮
世
帯
を
支
援
す
る

方
策
の
検
討
を
始
め
た
。
同
日
は
厚
労
省
が

現
行
の
支
援
制
度
（
傷
病
手
当
や
休
業
手
当

な
ど
）
や
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
な
ど
を

説
明
し
た
。

■
リ
ハ
ビ
リ
検
討
会
が
初
会
合

（
４
月
23
日
）
目
標
設
定
な
ど
議
論

「
要
介
護
者
等
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
に
関
す
る
検
討

会
」
の
初
会
合
が
開
か
れ
、
通
所
リ
ハ
事
業

所
や
介
護
医
療
院
な
ど
の
役
割
や
整
備
目
標

な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
し
た
。
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
間
に
合
う
よ
う
６
月

下
旬
に
意
見
を
ま
と
め
る
。

■
９
０
９
介
護
事
業
所
が
休
業

（
４
月
24
日
）
厚
労
省
ま
と
め

厚
労
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
４
月
20
日

時
点
、
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
休
業
し
て

い
る
介
護
事
業
所
は
通
所
・
短
期
入
所
系

８
５
８
カ
所
、
訪
問
系
51
カ
所
の
計
９
０
９

カ
所
。

■
「
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
」
承
認
へ

（
４
月
27
日
）
安
倍
首
相
が
言
及

安
倍
首
相
は
衆
参
両
院
の
本
会
議
で
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
治
療
薬「
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
」

（
米
国
）に
つ
い
て「
海
外
で
承
認
を
得
れ
ば
、

（
日
本
で
も
）
審
査
手
続
き
を
簡
略
化
す
る
」

と
説
明
し
た
。

■
補
正
予
算
が
成
立=

１
面
参
照

（
４
月
30
日
）

追
加
歳
出
（
一
般
会
計
ベ
ー
ス
）
約
25
・

７
兆
円
の
令
和
２
年
度
補
正
予
算
が
参
議
院

本
会
議
で
賛
成
多
数
（
反
対
は
れ
い
わ
新
選

組
の
み
）
で
可
決
、
成
立
し
た
。

■
緊
急
事
態
宣
言　
延
長
へ

（
４
月
30
日
）
安
倍
首
相
「
厳
し
い
」　

安
倍
首
相
は
補
正
予
算
成
立
後
の
記
者
会

見
で
「（
５
月
）
７
日
か
ら
、
日
常
に
戻
る

こ
と
は
困
難
だ
。
あ
る
程
度
の
持
久
戦
は
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
緊
急
事
態
宣

言
を
延
長
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。
５

月
４
日
に
正
式
決
定
す
る
見
通
し
。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎ 

休
業
手
当
の
計
算
方
法

【
今
月
の
相
談
内
容
】

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
と
濃
厚
接
触
し
た

可
能
性
の
あ
る
職
員
を
休
業
さ
せ
、
休
業

手
当
を
支
給
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

手
当
の
計
算
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

〇
平
均
賃
金
の
６
割
以
上

労
働
基
準
法
で
は
「
法
人
に
責
任
の
あ

る
理
由
で
労
働
者
を
休
業
さ
せ
た
場
合
、

労
働
者
の
最
低
限
の
生
活
の
保
障
を
図
る

た
め
、
休
業
期
間
中
に
休
業
手
当
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
休
業
手
当
は
各
労
働
者
の
平
均
賃
金

の
6
割
以
上
と
さ
れ
て
お
り
、
割
合
は

就
業
規
則
や
休
業
協
定
等
で
定
め
る
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

〇
平
均
賃
金
の
計
算
方
法

平
均
賃
金
は
、「
休
業
し
た
日
以
前
３
か

月
間
の
賃
金
総
額
」 

を
「 

3
か
月
間
の
総

日
数
」
で
割
っ
て
計
算
し
ま
す
。

【
賃
金
総
額
】
通
勤
手
当
、
皆
勤
手
当
、

時
間
外
手
当
な
ど
諸
手
当
を
含
む
税
金
な

ど
の
控
除
を
す
る
前
の
金
額
を
指
し
ま
す
。

た
だ
し
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
や
賞

与
な
ど
3
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
は
算
入
し
ま
せ
ん
。

【
総
日
数
】
算
定
期
間
と
な
る
3
か
月
の

総
暦
日
数
で
す
。

〇
日
給
や
時
給
で
働
い
て
い
る
場
合

日
給
や
時
給
、
出
来
高
払
制
等
で
働
い

て
い
た
り
、
欠
勤
な
ど
で
賃
金
が
控
除
さ

れ
た
り
す
る
と
、
平
均
賃
金
が
極
端
に
低

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
低
保
証
額

の
方
が
平
均
賃
金
よ
り
も
高
い
場
合
に
は
、

最
低
保
証
額
を
平
均
賃
金
と
し
て
取
り
扱

い
ま
す
。

【
日
給
・
時
間
給
・
請
負
給
の
場
合
の
最

低
保
証
額
の
計
算
】「
休
業
し
た
日
以
前
３

か
月
間
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
総
額
」
を
「
３

か
月
間
の
実
労
働
日
数
」
で
割
り
、
０
・６

を
掛
け
て
計
算
し
ま
す
。

※ 

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
休
業
手
当
の
計
算

フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

  

推
進
協
監
事

  

特
定
社
会
保
険
労
務
士 

 　
　

栗
田
淳
二 

4
月
１
日
～
4
月
30
日

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

給
付
・
融
資
な
ど
の
支
援
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
１
日
現
在
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と

し
て
事
業
者
や
労
働
者
を
支
援
す
る
主

な
制
度
（
概
要
）。
照
会
は
厚
労
省
や

経
産
省
の
Ｈ
Ｐ
、
最
寄
り
の
地
方
自
治

体
の
窓
口
へ
。

事
業
者
向
け

【
雇
用
調
整
助
成
金
】
従
業
員
に
休
業

手
当
や
教
育
訓
練
な
ど
を
実
施
し
た
雇
用

を
維
持
し
て
い
る
事
業
主
。
休
業
手
当
の

助
成
を
拡
大
。
６
月
30
日
ま
で
の
特
例
措

置
。（
例
）
休
業
要
請
に
応
じ
た
中
小
企

業
の
場
合
、
①
賃
金
の
60
％
を
超
え
る
休

業
手
当
を
支
払
っ
た
場
合
、
60
％
超
過
分

を
全
額
給
付
（
60
％
以
内
の
場
合
は
最
大

９
／
10
）
②
解
雇
せ
ず
、
教
育
訓
練
を
実

施
し
た
場
合
、
助
成
率
９
／
10
。
加
算
額

１
人
１
日
当
た
り
２
４
０
０
円
。
上
限
１

人
１
日
当
た
り
８
３
３
０
円
。
賃
料
や
光

熱
水
費
な
ど
は
事
業
者
負
担
。

【
持
続
化
給
付
金
】
事
業
継
続
が
困
難

な
中
堅
、
中
小
事
業
者
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

含
む
）。
売
上
が
前
年
同
期
比
50
％
以
上

減
少
。
法
人
２
０
０
万
円
以
内
、
個
人
事

業
者
１
０
０
万
円
以
内
。所
管
は
経
産
省
。

【
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
】
臨
時

休
業
し
た
小
学
校
児
童
の
保
護
者
で
あ
る

労
働
者（
非
正
規
含
む
）に
有
給
休
暇（
年

次
有
給
休
暇
を
除
く
）
を
取
得
さ
せ
た
事

業
主
。
支
払
っ
た
賃
金
相
当
額
。
上
限
額

１
日
当
た
り
８
３
３
０
円
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別

貸
付
】
最
近
1
カ
月
の
売
上
額
が
前
年
同

期
（
ま
た
は
前
々
年
同
記
）
よ
り
５
％
以

上
減
少
し
た
事
業
主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
含

む
）。
中
小
事
業
３
億
円
（
無
担
保
、
据

置
５
年
以
内
。
当
初
３
年
間
の
基
準
金
利

▲
０
・
９
％
）。

【
厚
生
年
金
保
険
料
猶
予
】
保
険
料
納
付

で
事
業
継
続
が
困
難
と
な
る
事
業
主
。
納
期

限
か
ら
６
カ
月
以
内
に
年
金
事
務
所
経
由
で

地
方
厚
生
年
金
局
長
へ
申
請
。

労
働
者
向
け

【
傷
病
手
当
金
】
健
康
保
険
等
の
被
保
険

者
。
療
養
の
た
め
４
日
以
上
仕
事
を
休
ん
で

い
る
場
合
、
支
給
開
始
日
か
ら
最
長
１
年
６

カ
月
間
、
１
日
当
た
り
支
給
額=

直
近
12
か

月
間
の
標
準
報
酬
月
額
の
平
均
額
の
１
／
30

×
２
／
３
×
支
給
日
数
。

【
休
業
手
当
】
※
会
社
に
責
任
の
あ
る
理

由
で
休
業
さ
せ
ら
れ
た
場
合
、
平
均
賃
金
の

60
／

100
以
上
の
額
。

【
休
業
等
対
応
支
援
金
】
臨
時
休
業
し
た

小
学
校
児
童
の
保
護
者
で
委
託
業
務
を
し
て

い
る
個
人
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
含
む
）。
就
業

で
き
な
か
っ
た
場
合
（
春
休
み
除
く
）、
１

日
当
た
り
４
１
０
０
円
。

【
社
協
・
緊
急
小
口
資
金
】
都
道
府
県
社

会
福
祉
協
議
会
の
特
例
貸
付
。
休
業
の
た
め

緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困
難
に

な
っ
た
世
帯
。
学
校
の
休
業
や
個
人
事
業
主

等
の
特
例
20
万
円
以
内
、
そ
の
他
10
万
円
以

内
（
無
利
子
、
保
証
人
不
要
）。【
同
・
総
合

支
援
資
金
】
失
業
の
た
め
日
常
生
活
の
維
持

が
困
難
な
世
帯
。
２
人
以
上
世
帯
月
20
万
円

以
内
、
単
身
世
帯
15
万
円
以
内
（
無
利
子
、

保
証
人
不
要
）

【
住
居
確
保
給
付
金
】
離
職
・
廃
業
か
ら

２
年
以
内
ま
た
は
（
個
人
の
責
任
で
は
な
い

理
由
で
）
休
業
な
ど
に
よ
っ
て
給
与
等
が
減

少
し
、離
職
や
廃
業
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、

求
職
活
動
し
て
い
る
者
。
支
給
額
は
住
所
地

で
異
な
る
。
支
給
期
間
３
カ
月
（
最
長
９
カ

月
）。
支
給
要
件
（
資
産
な
ど
）
あ
り
。

【
介
護
保
険
料
な
ど
社
会
保
険
料
の
猶
予
】

収
入
が
一
定
額
程
度
下
が
っ
た
被
保
険
者
。

申
請
に
よ
っ
て
減
免
や
徴
収
猶
予
。

　（令和２年５月 1 日現在）
【会員施設数】 372 施設

◆（特養） 花の里かつぼ
　新潟支部
　　（福）長岡東山福祉会
　　  理事長　吉井 新平　
　 　センター長　羽賀 昌雄　
　 長岡市水穴町 393 番地
◆（特養） エクレシア南伊豆
　静岡支部
　　（福）梓友会　
　　理事長　川島 優幸　
　　施設長　高橋 安彦　
　 賀茂郡南伊豆町加納 792 番地
◆（特養） いやさか苑
　兵庫支部
　　（福）播陽灘　
　　理事長　田上 龍太郎　
　　施設長　田上 優佳　
　 姫路市白浜町宇佐崎北
　　　　　　　1 丁目 29 番地

◎入会施設のご紹介◎


